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大三
敵 日
の繍

-~ 

て
心
得
可
巾
儀
正
候
慮
、
油
断
千
高
成
事
に
℃
候
。
夫
も
勘
仕
に
無

暇
候
へ
ば
4

ん
に
て
候
。
此
間
百
目
前
も
引
と
み
四
国
庄
内
、
幸
か
や
う

二
六
時
中
失
念
被
致
ま
じ
き
と
被
巾
候

τ、
北
ハ
後
政
斗
飽
な
ど
山山候

τ
料
迎
披
岬
押
返
し
被
巾
侠
山
に
候
。
初
都
市
刷
殿
不
問
牢
の
人
民
候
得

ゃ
う
の
事
は
、
老
中
な
ど
に
は
尋
ね
ら
れ
ぬ
事
に
候
。
共
方
共
近
習

一

心
安
者
陀
問
候

τ、
此
方
心
得
に
す
る
事
陀
て
候
。
然
ば
か
ゃ
う
の

一

部
品
班
て
共
方
共
能
承
也
候
て
・
相
脅
中
時
分
・
具
広
巾
上
候
桜
花
余

一

三
御
山
中
公
仕
候
故
、
平
生
心
付
候
俄
も
有
之
候
問
可
申
入
候
。
詑
候

は
ピ
卒
聞
に
は
不
能
成
候
問・

精
逃
被
致
候
て
某
の
自
に
可
被
会

候
。
則
赴
に
て
精
進
訟
ち
被
巾
桜
可
被
致
己
闘
に
で
、郎
被
巾
候
。
共
日

陀
混
成
仰
上
下
に

τ会
侠
島
、
初
部
頭
殴
も
麻
上
下
に
て
出
被
巾
・

此
方
へ
と

τ拠
の
間
へ
向
泌
氏
て
、
さ
て
被
巾
・
候
は
、油
断
大
敵
と
巾

事
人
の
巾
俄
に
候
。
先
被
巾
・
候
哉
と
野
被
申
候
故
、
永
升
殿
成
程
承

候
山
被
巾
候
へ
ば
、
そ
れ
が
御
自
分
へ
の
僻
授
に
て
候
。
此
一
言
を

故
-

U

恥
初
よ
り
御
一
言
を
も
承
度
作
候
仰
共
、
何
と
や
ら
ん
詔
の
松

に
も
利
附
候
故
、只
今
迄
延
引
仕
候
。
御
老
人
の
伎
と
巾
、御
先
代
よ

り
御
町
田
功
の
官
舶
に
候
問
、
御
一
言
候
て
平
生
の
暗
に
仕
度
旨
巾
さ
れ

候
へ
は
、姉
都
市
制
殿
感
被
中
、
奇
特
千
部
成
事
に
て
候
。
い
か
さ
ま
久

込
も
永
井
氏
人
名
は
失
念
。
大
猷
院
秘
御
時
御
近
習
に
て
供
。
久
b
k

凱
被
申
、依
り
久
敷
叫
闘
に
侠
故
、
訟
し
て
川
被
巾
候
鹿
児
御
覧
被
成
候

て
、
共
方
顔
色
い
ま
だ
恕
数
候
。
中

h
k

勘
巾
都
成
巾
間
放
候
問、

先

引
と
み
候
て
越
砲
な
く
綬
々
養
生
い
た
し
侠
へ
と
、
仰
直
々
上
-U

候
。
堀
川
加
れ
守
殿
御
側
に
居
被
申
、
難
有
上
立
に
て
候
。
早
巡
回
国

師
養
生
仕
侠
へ
と
被
巾
師
宅
い
た
し
、
扱
五
十
日
も
過
候
て
此
皮
は

す
き
と
本
復
に
て
・
山
被
巾
・
候
へ
ば
、
御
側
へ
御
呼
被
成
、
な
に
と

唯
今
米
直
段
は
何
穏
に
資
り
候
哉
と
、御
尋
被
成
候
へ
ば
、
し
か
と
不

存
旨
巾
候
。
い
わ
し
は
な
に
ほ
ど
仕
快
哉
と
御
棒
被
成
候
路
、
叉
不

存
旨
中
候
。
豆
腐
の
く
づ
は
な
陀
程
社
候
哉
と
御
舟
被
成
候
成
、
叉

不
存
と
申
候
。
共
時
御
無
色
悪
数
一
能
成
、
不
心
懸
成
事
に
て
候
。
か

伊
政
円
相
部
一
四
段
へ
被
参
一紋
巾
候
は
・
私
事
御
厚
患
に
て
結
構
被
召
仕

候
。
そ
れ
陀
付
御
奉
公
の
筋
花
、
何
と
ぞ
平
生
心
得
に
も
混
成
印
刷
候

は
ピ
被
仰
附
被
下
候
線
仕
皮
候
。
共
元
の
俄
は
妙
、
て
格
別
に
存
侠

詩
訟
と
・
雑
俗
渓
深
は
有
之
候
他
共
一
躍
に
御
座
候
。

つ
大
猷
院
米
直
段
等
に
つ
き
御
m
Ha

慕
候
応
に
、
い
づ
方
へ
品
世
候
哉
と
巾
候
へ
ば
、
布
の
品
川
殊
の
外
飢
巾
・

候
川
食
都
仕
度
国
百
巾
候
故
、
食
を
た
べ
さ
せ
候
へ
ば
限
も
な
く
紋
下

故
、
と
う
た
い
院
殴
よ
り
了
山
へ
御
物
古
川
被
成
候
山
。
共
後
一
一
一
一
一
年

過
候
て
布
の
伯
元
の
寺
へ
同
国
防
候
。
雨
親
妻
子
な
ど
驚
候
て
笠
夜
酬明

な
ど
共
総
有
之
友
が
ら
銑
訴
は
見
え
不
出
叩
候
。
外
へ
出
可
申
底
も
無

之
供
。
共
段
了
山
御
附
候
て
、
殊
の
外
御
残
念
が
り
に

τ候
。共
節
美

浪
一
向
寺
の
仙
川
一
寺
の
住
持
に
候
出
回
、
毛
頭
も
封
、
穏
と
桃
山
山
知
一
之
、
い

づ
か
た
へ
参
り
候
哉
見
え
不
申
候
。
共
月
日
も
同
じ
時
分
の
儀
陀
て、

後
日
民
向
山
示
に
候
故
、
京
本
願
寺
末
寺
陀
て
京
本
願
寺
へ
巾
・
来
候

立
ま
は
し
、
内
忙
は
鎖
沿
ろ
し
ふ
せ
り
申
候
。
刑
罰
朝
日
高
け
候
迄
昼
間
不

仕
倹
故
‘
妥
不
審
陀
存
候
て
仲
間
所
へ
能
飽
候
て

、
戸
を
あ
け
候
得
共

内
よ
り
し
ま
り
い
た
し
侠
故
、
打
ゃ
ぶ
り
候
て
見
巾
侠
へ
ば
、
床
枕

い
ら
ぬ
俄
に
候
。
総
て
連
歌
師
の
歌
は
・連
歌
の
く
せ
山山
候
て
と
と
は

り
泌
巾
候
。
な
ぜ
に
外
山
の
粉
と
不
仕
候
哉
と
被
仰
候
山
。
然
、
将
も

心
服
仕
斜
、
て
問
問
郎
候
。
此
品蹴
務
安
子
も
掘
…
之
‘
妾
有
之
候
。
一
日
終
所

は
右
の
歌
随
分
よ
き
歌
に
候
得
共
、

外
山
の
さ
く
ら
と
い
た
し
た
る

に
て
共
方
歌
と
存
候
。
上
の
伺
陀
入
相
の
か
ね
に
散
や
せ
ん
と
巾
か

け
候
へ
ば
、
い
は
宇
し
て
花
と
知
れ
巾
候
。
然
る
K
下
何
に
棲
と
巾
都

可
似
小

説

経

一
、
引
伊
侯
油
断
大
敵
の
級
制

永
井
信
新
信
浪
守
と
申
時
・
段
々
御
取
立
陀
て
被
召
仕
候
時
分
・
井

年
迄
相
待
候
磁
不
能
越
候
。
終
花
見
え
不
申
候
。
共
内
了
山
御
死
去

に
候
ゆ
ゑ
.
右
の
山
首
赦
只
今
本
願
寺
の
質
物
に
入
有
之
自
に
候
。

置
、
右
の
品
川
会
，
次
第
相
波
給
候
桜
花
と
の
俄

k
t
d
u松
一
泊
御
自
銃

犯
て
御
調
候
。
共
越
は
品
川
郡
部
連
歌
の
述
人
、
此
道
中
興
の
墜
有
之

も
の
に
炉
、
問
、
早
述
此
方
へ
御
返
し
級
入
候
。
大
天
狗
御
房
会
‘
了

山
。
と
巾
文
民
て
御
座
候
。
然
共
右
二
年
K
一
皮
と
巾
候
へ
ど
も
、
七

き
り
又
何
方
へ
哉
覧
う
せ
巾
候
。
脊
剛
山
の
郡
と
て
叉
此
段
と
う
た
い

院
殿
へ

、
美
浪
よ
り
巾
来
候
て
了
山
へ
御
物
部
候
底
.
了
山
御
聞
候

て
、左
候
は
ピ
霊
て
最
古候
飾
品
川
百
欣
一
過
言
僻
申
皮
候
問、
美
濃
へ
被
治

へ
巾
・附
せ
般
事
は
不
山
崎
成
候
。
と
か
く
我
民
的
只
今
の
位
居
訟
も
し
ろ

き
俄
陀
て
、
ゆ
る
/
¥
く
ら
し
候
間
仰
な
げ
き
有
附
敷
と
申
候
。
自

今
二
年
一
度
宛
は
必
参
候
て
逢
可
申
旨
申
候
て
、
と
め
候
得
北
ハ
扶
引

く
ら
し
候
。
徐
り
各
な
げ
き
被
申
・
候
故
不
便
の
儀
陀
候
問、

ち
ょ
と

罷
越
逢
候
桜
花
師
の
御
方
被

-m候
て
会
申
候
。
い
づ
く
と
申
印
刷
を
各

候
。
親
共
と
め
候
斜
共
附
不
巾
候
。
抱
共
後
に
巾
伎
は
.必
叙
治
仕
間

数
候
。
只
今
の
底
中
h
k

袋
も
と
な
ど
に
同
時
在
候
よ
り
は
訟
も
し
ろ
く

ム，、




